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旅人の カク テ— ル 

エトランゼ グ ランプ— ル ヴァル 

旅人 は 先ず 大 通の オペラの 角の キヤ フエ. 

ド • ラ • ぺ ー ィで巴 里の 椅子の 腰の 落 付き 加減 を 試み 

る。 歩道へ 半分 ほど もテ ー ブル を 並べ 出して、 角 隅 を 

硝子 屏風で 囲って ある テラスの まん 中に 置いた 円い 暖 

炉が 背中に だけ 熱い。 

眉毛と 髪の毛が まつ 白な 北欧の 女。 頰 骨が 東洋風に 

出張って いて それで 西洋人の 近東の 男。 坊主刈りで 

チョッキ を 着ない ドイツ人。 鼻の 尖った 中年の ィ ギリ 

ス 紳士。 虎の 毛皮の 外套 を 着て、 ロイド 眼鏡 を かけた 



仲好 三人 

お 多 福さん とタ チヤ ナ 姫と、 ただの 女と —— そう！ 

どう 思い返して もこう 呼ぶ のが い い —— が 流行の 

波斯 縁の 揃いの 服で、 日 覆け の 深い キヤ フエの 奥に 席 

を 取った。 遊び女 だ。 連れて来た 袖 猿に 栗 を あてがつ 

て 置いて、 彼女 等 はお 互いの 着物の 皺に 出来た 大小の 

つきあ い 

笑 窪 を 評し 合 つてい る。 彼女 等 は 誰か - 」 . 」 で 昼飯 交際 

の 旦那が 見つかれば 好し、 もし 見つからなければ 仲好 

三人で 今日 一 日 遊んで しまおう という 話が まとまった。 



一 人が 他の 一 人に、 うっかり 商売気 を 出して 仲間に ま 

で 色 眼 はお 使いで ない よと 頰を 打つ。 き やっき やと 笑 

、つ。 

斜向 うの イギリス 銀行、 ロイド. ナショナル • プロ 

ヴ イン シ アル • バンクの 支店から 出て 来た 髭の 生えた 

プラス フォアの イギリス 人が 日当り の 好 さそうな 卓 を 

選んで 席 を 取った。 彼 は 女達に は 知らん顔で 律儀に 焼 

パ ンと 紅茶 を 訛え た。 

女達 も 彼に は 一 向 無頓着で、 き やっき やっと 笑い 続 

けて いる。 



春 は 陰影で 煮ズ たような キヤ フエ • マキシム でもな 

かろう。 堅苦しい フゥケ でもな かろう。 アメリカの 石 

鹼臭 い アン パ はなお さらの こと だ。 ギャルソン の 客 あ 

しらい に 多少の 薄情 さは あっても、 それが い つも 芝居 

の 舞台の ように 陽気に 客 を 吹き流して 行く ロン • ポア 

ンの 店が、 妙に 春に 似合う。 マロニエの 花に も 近いと 

いうので、 界隈の 散歩 人 は 入れ 代り 立ち 代り 少憩 をと 

る。 

「飴 を 塗った 胡桃の 串刺し はいかが？」 

「燻製 鮭の サンド ウイ ツチ、 キア ビヤ。 —— それから 

デ ズゥフ ュメ H 

焙 玉子 に アンチ ョビの …… ご 



少女 達が いろいろな サンド ウイ ツチ を 手頃な 荷に し 

て、 ギャルソン 達の 忙しい サ ー ヴ イスの 間 を、 邪魔に 

ならぬ ように 詰った 客の 間 を、 売 歩く。 

「あの、 桃の 肉が 溶けて いる イタ リ ー の ヴ エル モット 

はありません かしら」 

と 訛え て 置いて、 トォク を 冠った 女 客が ホ— ルの鏡 

壁の 七 面へ 映る 七 人の 自分に 対して 好き嫌い をつ けて 

いる。 後向き、 好き。 少し 横向き、 少し 好き。 真横、 

好かない。 七 分身、 やはり 少し。 では 真向きの 全身 I 

I 椅子 を 直す ふりして 女 客 は 立ち上った。 が、 真向き 

の 一 番 広い 鏡面 は 表の マロ 二 ェ の 影で 埋まって いる。 



白い 花 を 載せた 浅緑の 葉 や、 赤い 花 を 包んだ 深緑の 葉 

の 影が かたま リ、 盛り 上り、 重なり合った 少し まばら 

なと ころに、 女 客の トォク の 先が わずかに ちらついて 

写った。 体の 影 はずつ と 奥の 方へ 追い やられて 〔# 「追 

い やられて」 は 底本で は 「追 ひ やられて」 r 表から 出入す 

る 客 達の きれぎれの 影に 刻み 込まれた。 

部屋 一 ぱいの 男 客、 女 客の 姿態 は 珈排の 匂いと 軽い 

酒の 匂いに 捩れ 合って、 多少 醱酵 しかけて いる。 弾む 

舌 a - 

言 

「巴 里の 消防署 長が、 火事のと きに 消防 夫に 給与す る 

白葡萄酒 を 今度から 廃め るそう です よご 



「へえ、 やっぱり 節約からで しょうか ご 

「いえ、 あれ を 二 本 飲む と 眠る ものが 出来て 困る から 

だそう です。」 

若い 妻が 老人の 夫に 嘆く そぶりで、 

「いま 巴 里 中で あたしが 一 ばん 不幸な 女だろう と 思う 

の ご 

「なぜ さ、 なぜ さ ご 

「だって、 お 便通 剤が 一向 利かな いんです もの —— ご 

「ああ、 またお まえ の バレた 冗談が、 はじま つたの かご 

外で は、 グ ラン. バレイの 春の サロンから 出て 来た 

人が ちら ほら 晩餐までの 時間 を 持て あまして いる。 



一 人が 道ば たの 花園の 青 芝の 縁に 杖 を 垂直に 立てて 

考える h J とに は、 

「ヒ ヤシン ス はとても 喫むまい が、 チュ リップと いう 

やつ はこい つどう も 煙草 を 喫み そうな 花 だ ご 

並木の 有料 椅子の ランデ ヴゥ。 無料べ ンチの ランデ 

ヴゥ。 

軽い 水蒸気が、 凱旋門から オベリスクの 距離 を 実測 

より やや 遠く 見せて いる。 シャンゼリゼ— の 北側の 店 

にこの 間から 展観され ていた 評判の 夫婦 乗 軽 体 飛行機 

が 売れたら しい。 マロニエの 茂み を 分けて、 紅色の 翼 

が斜に 往来への つと 現れた。 その 丁度 向 側の 家が 持主 



ィ タリ ー 街の キヤ フエた ち は、 朝の 掃除 をし まって 撒 

いた 赭 砂の 一 摑みを 椅子 ゃテ— ブルの 足元に 残して い 

る。 ソ ー ダの 瓶と 菓子 麵麴の 籠と が 縞の エプロンの 上 

で 日の 光 を 受け止め ている。 短い 秋 を 見限って テラス 

の 真ん中の 丸 暖炉と、 角 隅 を 囲う 硝子 屛風 はもう 季節 

の 冬に 対しての 武装 だ。 

乗合自動車の 轍 の 地 揺れの たびに 落ちる マロ 二 ェ 

ゃプ ラタ ァヌの 落葉。 

テ— ブルの 上へ、 まだ 活字が 揮発油で 濡れて いる パ 

リ • ミディの 一版 を 抛り 出して、 キヤ フ ヱの 蕭条を ま 

づ第 一 に 味わいに 来たの は Boulevardier (界隈の 人、 



グ ラン ブル ヴァル 

或は 大通 漫歩の 人と 訳すべき か) と 呼ばれて いる 巴 里 

の 遺物で ある。 大体、 戦前から 戦後に かけて 彼の 筆 役 

勤務の 現役 を 終えた 文人であって、 この 付近に 雑誌 社、 

新聞社 の 巣窟が あった 時代の 習慣で 足 はおの ずと ここ 

へ 向く。 デカダン 時代の 風雅に 養成され た 彼 は、 今日 

ま レ ぜ 、， 

の 唯 物的 健康なる ものに 対して 悉く 反噬す る。 

「このごろ 西の 郊外に 出来る 新 住宅の 様式 は、 あれ は 

建築で はない ね、 あれ は 建築の 骨 組と いう もの だ。 造 

作 は 永久に 取 付けな い —— 」 

併せて 彼 は フランス 主義者 だ。 カク テ ー ルを 訛え て 

いる アメリカ 娘に 向って いう。 



「御免下さい お嬢さん。 巴 里に は Cocktail という 

もの は 御座いません ぜ、 Coqueter ならあります が。 

全然 アメリカの ものと は 違 うんです。 

ル オン ジェ— ム 

十 一 番 

ィ タリ— 街の 朝の キヤ フエの 一 つの テ— ブルに ぐつ 

たり 肱 を 落した 絹 襟 巻の 紳士 は、 マデ レン 寺院 を 中心 

に 直径 半 マイル ほどの 円 囲 内に 地 潜って いる 賭博 宿の 

一 つから 出て 来た もの だ。 ニコチン 中毒で 冷たく 乾燥 

した 手の 掌 を 頭の 毛に 摺り つけて は、 その 触覚 を 取 戻 



そうと 努めながら 口の 中で いっている。 

「十 一番、 十 一番、 十 一番、 十一 番 …… ご 

近) J ろ Sanremo Casino の 賭博 室 で、 ル— レツ トが 

十 一番に 六 回 続けて 当った という 事件が あった。 四 回 

まで 同じ 人が 張って 五 回と 六 回 は 人が 代った。 もし 同 

じ 人が 六 回まで 張り 通したら、 カジノ は 七十 万円ば か 

りの 損になる 勘定であった。 

ヌ ュ— メロ 才ンズ 

この 噂が この 社会 一般に 伝わる と、 No. 11 とい 

う 数 は 異様な 神秘 を も つ て 賭博 者 流の 心を捉えた。 十 

一番の 模倣者が 続出した。 そしていた ずらに 「数」 の 

気まぐれに 翻弄され た。 
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